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清平山堂刊行の小説をめぐって 

――内閣文庫蔵本の版式および刻字の状況から―― 
 

中里見 敬 
 
 
明・嘉靖年間に杭州で洪楩の清平山堂によって刊行された小説のうち現存する二十九篇。 

1. 日本 国立公文書館内閣文庫蔵 清平山堂話本十五篇 
       影印本：『清平山堂話本』（北平：古今小品書籍印行会, 1929） 

『古本小説集成』（上海：上海古籍出版社, 1990） 
2. 中国 北京大学図書館蔵 天一閣旧蔵「雨窗集」「欹枕集」十二篇 
       影印本：『雨窗欹枕集』（北平：平妖堂, 1934） 
3. 中国 国家図書館 阿英発見残本二篇 

参考： 阿英「記嘉靖本翡翠軒及梅杏争春：新発現的『清平山堂話本』二種」（『小説

閑談』上海：良友図書印刷公司, 1936；上海：上海古籍出版社, 1985） 
阿部泰記「『翡翠軒』残本考」（『中国文学論集』14, 1985） 
 
 

長澤規矩也「京本通俗小説と清平山堂」（『東洋学報』17, 東京：東洋協会調査部, 1928-29） 
清平山堂残存三本、一見嘉靖板か、晩くも万暦初年の刊本らしい。紙質も三本を通じて一様に其頃

のものらしい白紙であるが、三本十五篇の各板式は一様でなく、概して略字は多いが、篇によって

字体に多少の差がある。四周単辺、有界、現在の第一本の首の柳耆卿詩酒翫江樓記の第一葉で計っ

て、匡郭内凡そ五寸五分に四寸、字詰は毎半葉十一行、毎行二十一二字である。 
 実は此本には、外題や見返は固よりのこと、序跋も目次もなく、従って編者も總目も知れず、正

しい編次も明でない。（中略）即ち清平山堂の四字は此本の版心上部に見えてゐるが、十五篇中の四

篇には全然見えない。 
 
 
陳正宏・梁穎『古籍印本鑑定概説』（上海：上海辞書出版社, 2005）「書版的拼凑刷印及其相関問題」 

所谓书版拼凑刷印，是指书商因牟利的需要，将已经刷印过的几部不同的书籍的残存旧版略加修整，

拼成一部表面上有统一书名又卷帙完整的新书，重新刷印发售。此类情形在元代刊印的书籍中已有出

现，在明代后期的刻本中更不乏其例。 
 
いわゆる「版木を寄せ集めて印刷する」とは、書賈が営利の必要から、すでに印刷されたことのあ

る数部の異なる書籍の残存旧版に補修を施し、寄せ集めたうえで、表面上は書名が統一され巻帙の

整った新書として、新たに印刷して発売したものを指す。こうした現象は、元代に刊行された書籍

にすでに見られ、明代後期の刻本では例に事欠かない。 
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表 1 清平山堂所刊小説 版式一覧表 
開頭版面 版　　心 巻尾 行款 版 匡 存佚葉数

堂名 魚尾 篇名 高 寛

1 柳耆卿詩酒翫江樓記 清平山堂 無 江樓記 柳耆卿詩酒翫江樓記終 11行21字 16.5 12.0 共四葉
□□□□□入話

2 簡貼和尚□□亦名胡姑ヒ□又名錯下書 清平山堂 無 簡帖和尚 11行22字 16.7 12.0 共十三葉
□□公案傳奇 （柬帖和尚）

□□□入話□鷓鴣天

3 西湖三塔記□□入話 無 無 三塔記 三塔記終 11行22字 16.0~ 11.7 共十葉
□□□□湖光瀲灧晴偏好□□山色溟濛…… 16.4

4 合同文字記 清平山堂 無 合同文字記 合同文字記終 11行21字 16.5 12.1 共六葉
□□□□□□入話

5 風月瑞仙亭□□入話 無 単白魚尾 風月瑞仙亭記 缺 10行24字至25字 17.6 11.6 残，存六葉(1~6)
□□□□□夜静瑶臺月正圓□清風淅瀝…… (第2葉のみ行25字) 尾缺

6 藍橋記 清平山堂 無 藍橋記 藍橋記終 11行21字 16.8 12.1 共三葉
□□□□入話

7 快嘴李翠蓮記 清平山堂 無 李翠蓮 新編小説快嘴媳婦李翠蓮記終 11行22字 16.5 12.0 共十六葉
□□入話

8 洛陽三恠記 無 単白魚尾 三恠記 洛陽三恠記巻終 10行24字 17.7 11.5 共十葉
□盡日尋春不見春□杖梨槊破嶺頭雲

9 風月相思□□入話 無 無 風月相思 風月相思記終 11行22字 16.1 12.1 共十二葉
□□□□深院鴬花春晝長□風前月下……

10 張子房慕道記 清平山堂 無 張子房 小説張子房慕道記終 11行22字 16.6 12.0 共九葉
□□入話

11 陰隲積善 清平山堂 無 陰隲積善 ▲▲▲▲陰隲積善終 11行22字 16.7 12.0 共五葉
□□入話

12 陳巡檢梅嶺失妻記 清平山堂 無 陳巡檢 新編小説陳巡檢梅嶺失妻記終 11行22字 16.4 12.1 共十三葉
□□入話

13 五戒禪師私紅蓮記 清平山堂 無 蓮記 新編小説五戒禪師私紅蓮記終 11行22字 16.4 12.0 共九葉
□□入話

14 刎頸鴛鴦會一名三送命一名冤報冤 清平山堂 無 刎頸夗央 新編小説刎頸鴛鴦會巻之終 11行22字 16.6 12.0 共十二葉
□□入話

15 楊温攔路虎傳 清平山堂 無 楊温 新編小説攔路虎楊温傳終 11行22字 16.4 12.1 共十六葉
□□入話

参考：「雨窗欹枕集」 
16 花燈轎蓮女成佛記 清平山堂 無 （花灯轎） 花燈轎蓮女成佛記終 11行21字 共十三葉

□□□□□入話

17 曹伯明錯勘贓記 清平山堂 無 （錯勘賍記） 小説曹伯明錯勘賍終 11行21字 共五葉
□□□□□入話

18 錯認屍 無 無 錯認尸 小説錯認尸終 11行21字 共十八葉
□□入話 （第3葉重複）

19 董永遇仙傳 清平山堂 無 遇仙傳 董永傳終 11行22字 共十葉
□□入話 (1~6葉無)

20 戒指兒記 清平山堂 無 戒指兒 缺 11行22字 残，存十三葉(1~13)
□□入話 尾缺

21 缺 清平山堂 無 羊角 缺 11行22字 残，存三葉(4~6)
(4,6葉無) 首尾缺

22 缺 清平山堂 無 范張 死生交范張鷄黍巻終 11行22字 残，存四葉(4~7)
(4~6葉無) 首缺

23 缺 無 無 老馮 老馮唐直諌漢文帝終 11行22字 残，存七葉(2~8)
首缺

24 漢李廣世號飛将軍 無 無 李廣世 11行22字 共六葉
□入話

25 夔関姚卞弔諸葛 清平山堂 無 姚卞 夔関姚卞弔諸葛終 11行22字 共八葉
□□入話 (1,3,5~8葉無)

26 霅川蕭琛貶覇王 清平山堂 無 蕭琛 霅川蕭琛貶覇王巻終 11行22字 共九葉
□□入話

27 李元呉江救朱蛇 無 無 李元 缺 11行22字 残，存八葉(1~8)
□□入話 尾缺
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表 2 版式分類表 

行　款

堂名 魚尾 高 寛

Ａ類

2簡帖和尚 清平山堂 無 11行22字 16.7 12.0
7李翠蓮 清平山堂 無 11行22字 16.5 12.0
10張子房 清平山堂 無 11行22字 16.6 12.0
11陰隲積善 清平山堂 無 11行22字 16.7 12.0
12陳巡検 清平山堂 無 11行22字 16.4 12.1
13紅蓮記 清平山堂 無 11行22字 16.4 12.0
14刎頸鴛鴦 清平山堂 無 11行22字 16.6 12.0
15楊温 清平山堂 無 11行22字 16.4 12.1

Ｂ類

1江楼記 清平山堂 無 11行21字 16.5 12.0
4合同文字記 清平山堂 無 11行21字 16.5 12.1
6藍橋記 清平山堂 無 11行21字 16.8 12.1

Ｃ類

3三塔記 無 無 11行22字 16.0~16.4 11.7
9風月相思 無 無 11行22字 16.1 12.1

Ｄ類

5風月瑞仙亭 無 単白魚尾 10行24字至25字 17.6 11.6
8三怪記 無 単白魚尾 10行24字 17.7 11.5

16花燈轎 清平山堂 無 11行21字
17錯勘贓記 清平山堂 無 11行21字
18錯認屍 無 11行21字
19遇仙伝 清平山堂 無 11行22字
20戒指児 清平山堂 無 11行22字
21羊角 清平山堂 無 11行22字
22范張 清平山堂 無 11行22字
23老馮 無 11行22字
24李廣世 無 11行22字
25姚卞 清平山堂 無 11行22字
26蕭琛 清平山堂 無 11行22字
27李元 無 11行22字

参考：「雨窗欹枕集」

版　心 版　匡　(cm)
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書影 1 Ａ類より「7 快嘴李翠蓮記」篇尾／篇首 

   

 
書影 2 Ｂ類より「4 合同文字記」篇尾／篇首 
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書影 3 Ｃ類より「3 西湖三塔記」篇尾／篇首 

   
 
書影 4 Ｄ類より「8 洛陽三怪記」篇尾／篇首 
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表 3 補刻およびその他の特殊刻字 

 - 6 -

匕
匕

匕
匕

匕
匕
匕

補刻字数 小字箇所 墨丁字数 空白字数 重複記号

Ａ類
2簡帖和尚 1 1 0 0 匕
7李翠蓮 1 0 2 0
10張子房 0 0 0 0
11陰隲積善 0 0 3 0 匕
12陳巡検 0 0 1 0
13紅蓮記 0 0 1 0
14刎頸鴛鴦 0 0 1 0 匕
15楊温 0 0 6 0 匕

Ｂ類
1江楼記 0 0 0 0
4合同文字記 0 0 0 2
6藍橋記 1 1 0 0

Ｃ類
3三塔記 17 3 0 1 く
9風月相思 3 3 0 0

Ｄ類
5風月瑞仙亭 4 6 1 0
8三怪記 40 9 0 0

16花燈轎 3 1 0 匕
17錯勘贓記 0 0 0 匕
18錯認屍 0 4 0 匕
19遇仙伝 0 1 0 匕
20戒指児 0 2 0 匕
21羊角 0 0 0 匕
22范張 0 48 92 匕
23老馮 0 25 0 匕
24李廣世 0 0 0 匕
25姚卞 0 0 4 匕
26蕭琛 0 1 0
27李元 1 0 0 匕

参考：「雨窗欹枕集」
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書影 5 補刻の例 「3 西湖三塔記」2 葉 a 面 「如」字、および「兩」字 

 
 
書影 6 「3 西湖三塔記」5 葉 b 面～6 葉 a 面 補刻以外の箇所の「两」字 
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書影 7 小字「5 風月瑞仙亭」6 葉 a 面      書影 8 墨丁「11 陰隲積善」3 葉 a 面 

   
 
書影 9 重複記号「匕」「2 簡帖和尚」11 葉 a 面 

書影 10 重複記号「く」「3 西湖三塔記」2 葉 b 面 
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井上泰山「『六十家小説』刻字考」（『関西大学文学論集』53-3, 2004；のち、井上泰山『中国近世戯曲小

説論集』（吹田：関西大学出版部, 2004）所収 
（一）偏や冠を省略した略字、（二）俗字・異体字、（三）簡体と繁体の併用、に分類。 
「こうした状況を作品ごとに綿密に調査することによって、作品の成立過程に関する何らかの事情

を明らかにするためのヒントが得られるかも知れない」 
 
 
佐藤晴彦「元明期の文字表記：〈個〉の出現をめぐって」（『神戸外大論叢』51-6, 2000） 

（引用者補：古くから用いられていた「箇」や「个」に対して、）筆者がここまで〈個〉の普及時期

にこだわるのはそれなりの理由がある。小論で考察したように，もし〈個〉が使われだしたのが明

代の成化年間前後で、その普及が明の萬暦頃だとしよう。だとすると、その他の資料で出版時期が

明確でない資料、もしくは出版時期がある程度わかっていても、出版された時に果たして手が加え

られたか否かが、こうした用字法を根拠として判断できるということになる。 
例えば『清平山堂話本』（『六十家小説』）は話本のうちでもやや古いものを残していると思われる

が、問題は洪楩が嘉靖年間に出版した時、果たして手を加えたかどうか。そうした問題に対し、主

観的な感じ方という角度からではなく、客観的な判断をするための根拠を提供できるであろうとい

うことである。 
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表 4 「你」「此」「両」「処」 
你 伱 此 ● 两 兩 両 処 𠙚 處 䖏

Ａ類

2簡帖和尚 59 7 25 2 9
7李翠蓮 3 83 7 20 1 6
10張子房 6 4 2 8 4
11陰隲積善 8 8 2 1 8
12陳巡検 24 27 8 3 3
13紅蓮記 25 18 11 5
14刎頸鴛鴦 15 2 18* 22 9
15楊温 78 13 27 8

Ｂ類

1江楼記 1 5 6 2 1
4合同文字記 28 2 6 6 1 3 1
6藍橋記 7 1

Ｃ類

3三塔記 21 12 1 6 1 1 14
9風月相思 18 5 1 4

Ｄ類

5風月瑞仙亭 11 17 10 3 3
8三怪記 19 3 4 10 1 12 1 1

16花燈轎 51 24 22 12 2
17錯勘贓記 22 6 9 1 2
18錯認屍 90 36 34 5 4
19遇仙伝 31* 41 7 2
20戒指児 41 20 16 1 7
21羊角 21 1 10
22范張 15 2 3
23老馮 18 6 3
24李廣世 14 4
25姚卞 4 21 4 1 4
26蕭琛 2 35 3 6
27李元 5 34 9 1 12

参考：「雨窗欹枕集」
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表 5 井上泰山氏のあげる文字 

靣 面 多 夛 婆 㜑 麽 庅 無 旡 觀 観 覌

Ａ類

2簡帖和尚 27 4 14 12 1 10 1
7李翠蓮 16 21 44 9 26 1 1
10張子房 2 4 17 1
11陰隲積善 4 2 1 6
12陳巡検 12 13 1 20 4
13紅蓮記 5 5 8 1
14刎頸鴛鴦 1 5 2 1 15 1
15楊温 11 9 2 3 25 3

Ｂ類
1江楼記 1 6 6 1
4合同文字記 3 12 1 11
6藍橋記 2 6

Ｃ類
3三塔記 7 4 2 2 6 37 2 4 4
9風月相思 4 9 37 4 2

Ｄ類
5風月瑞仙亭 1 3 2 17 1
8三怪記 8* 1* 5 3 17 27 2 6 2 5 1

16花燈轎 5 11 46 6 22 3
17錯勘贓記 2 3 1 11
18錯認屍 8 6* 4 6 29 4 1
19遇仙伝 2 2 10 1 21
20戒指児 4 7 10 22 5
21羊角 1 1 3 1 1
22范張 2 1 7 1
23老馮 3 1 1 12 1
24李廣世 2 3 3 8 2
25姚卞 5 1 15 6
26蕭琛 18 6 18 4
27李元 4 4 7 1 3 4

参考：「雨窗欹枕集」
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表 6 “li”と“ge” 
裏 里 𥚃 裡 箇 个 個

Ａ類

2簡帖和尚 52 64
7李翠蓮 2 3 5 39
10張子房 1 2 4
11陰隲積善 2 16
12陳巡検 5 1 19
13紅蓮記 6 3 34
14刎頸鴛鴦 5 2 31
15楊温 1 34 1 69

Ｂ類
1江楼記 2 10 1
4合同文字記 5 3 8
6藍橋記 1

Ｃ類
3三塔記 2 9 11 18
9風月相思 1 2

Ｄ類
5風月瑞仙亭 3 2
8三怪記 7 17 1 32

16花燈轎 9 11 51
17錯勘贓記 4 2 6 9
18錯認屍 6 37 12 41
19遇仙伝 1 1 7
20戒指児 2 12 45
21羊角
22范張 1
23老馮 1
24李廣世 1
25姚卞 1 3 1 3
26蕭琛 2 1 2
27李元 1 1 4

計 24 108 134 0 130 400 18

参考：「雨窗欹枕集」
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表 7 佐藤晴彦氏の五つの指標 
番 翻 根 跟 荒 慌 呌 交 教 元來 原來

Ａ類
2簡帖和尚 1 1 1 25
7李翠蓮 1 1 4 19 7
10張子房 1
11陰隲積善 1
12陳巡検 1 1 1 1 1 9 2
13紅蓮記 2 2 1
14刎頸鴛鴦 1 3 1
15楊温 1 1 19 1 3

Ｂ類
1江楼記 1 1
4合同文字記 1
6藍橋記

Ｃ類
3三塔記 1 15 1
9風月相思

Ｄ類
5風月瑞仙亭 1 1 1
8三怪記 1 2 5 3

16花燈轎 1 4 17 2
17錯勘贓記 2 5 2
18錯認屍 1 1 1 1 1 34 1 1
19遇仙伝 1 2 6 1 1 1
20戒指児 1 6 4
21羊角 1 1 1
22范張 1 1
23老馮 1
24李廣世 1
25姚卞 1 1 4
26蕭琛 2 2
27李元 5 2

計 14 4 6 8 29 10 165 9 1 15 7

参考：「雨窗欹枕集」
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表 8 清平山堂刊本版式一覧表 
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双辺

行 款
堂名 魚尾 高 寛 辺欄

唐詩紀事 無 無 10行20字 19.0 13.4 四周単辺
新編分類夷堅志 清平山堂 無 10行20字 19.1 13.0 左右双辺
六臣註文選 無 無 10行18字 四周

版 心 版　匡

 
 
表 9 『宝文堂書目』著録との対応 

宝文堂書目 清平山堂所刊小説
洛陽三怪 08洛陽三怪記 Ｄ類
簡帖和尚 02簡帖和尚 Ａ類

（隔三葉）
桞耆卿記 01柳耆卿詩酒翫江楼記 Ｂ類
（隔一葉半）

李元吴江救朱蛇 27李元呉江救朱蛇 欹枕集
合同文字記 04合同文字記 Ｂ類
范張雞𥟦死生交 22死生交范張鶏黍 欹枕集
羊角哀鬼𢧐𠛼軻 21羊角哀死戦荊軻 欹枕集
霅川蕭琛貶覇王 26霅川蕭琛貶覇王 欹枕集
楊温攔路虎傳 15楊温攔路虎伝 Ａ類
刎鵛鴛鴦㑹 14刎頸鴛鴦会 Ａ類
馮唐直諌漢文帝 23老馮唐直諫漢武帝 欹枕集
李廣世號将軍 24漢李廣世号飛将軍 欹枕集
風月相思 09風月相思 Ｃ類
快嘴李翠蓮 07快嘴李翠蓮記 Ａ類
藍橋記 06藍橋記 Ｂ類
張子房慕道 10張子房慕道記 Ａ類
西湖三塔記 03西湖三塔記 Ｃ類
風月瑞仙亭 05風月瑞仙亭 Ｄ類
（隔一葉半）

夔關姚卞吊諸葛 25蘷関姚卞弔諸葛 欹枕集
（隔三葉）

隨航集　十種

（隔一葉）
五戒禪師私紅蓮 13五戒禅師私紅蓮記 Ａ類
陰隲積善 11陰隲積善 Ａ類
陳巡檢梅嶺失妻 12陳巡検梅嶺失妻記 Ａ類  
 
 
伊原大策「『水滸伝』語彙計量分析試論：語彙・語法史研究におけるパソコン応用の試み」（『筑波中国

文化論叢』10, 1991） 
小松謙・高野陽子「『水滸伝』成立考：語彙とテクニカル・タームからのアプローチ」 

（『中国文学報』65, 2002） 
上田望「『三国演義』の言葉と文体：中国古典小説への計量的アプローチ」 

（『金沢大学文学部論集 言語・文学編』25, 2005） 
 


